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プーチンの大統領復帰「確定」をめぐって 
 

 

ロシアNIS経済研究所 次長 

服部 倫卓 

はじめに 

 ロシアで９月24日、政権与党「統一ロシア」の党大会が開かれた。大会で演壇に立った

メドヴェージェフ大統領は、2012年３月の大統領選挙に同党からプーチン現首相を擁立す

ることを提案した。むろん、形式論から言えば国民が選挙で大統領を選ぶわけだが、現体

制を代表して戦う候補者が確定したことで、ロシアを悩ませてきた「2012年問題」には実

質的に終止符が打たれた。かねてから可能性を指摘されていたプーチン氏の大統領復帰と

いうシナリオが実現することが、確実となったわけである。現大統領のメドヴェージェフ

氏は、「統一ロシア」の候補者名簿の筆頭で本年12月の下院選挙を戦ったのちに、プーチン

大統領の下で首相に就任することになった。今回の速報では、現地専門家の分析に依拠し

ながら、今回の動きにつき簡単に整理・考察を試みる。なお、付属コラムとして著名なオ

リガルヒであるプロホロフ氏に関する小文も掲載するので、そちらもご参照いただきたい。 
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